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一
年
で
最
も
寒
い
時
期
で
す
が
、
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
ま
す
か
。
年
末
年

始
に
メ
ル
ボ
ル
ン
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
世
界
で
最
も
住
み
や
す
い
都
市
は
７
年
連
続
メ
ル
ボ

ル
ン
で
す
。
確
か
に
治
安
が
良
く
、
市
内
中
心
は
無
料
ト
ラ
ム
が
循
環
し
て
い
て
便
利
で
す
。

中
心
部
に
も
広
大
な
公
園
が
多
く
、
数
千
人
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
や
散
歩
を
し
て
い
ま
す
が
、
広

い
の
で
ぶ
つ
か
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
料
の
王
立
植
物
園
は
、
多
様
な
草
花
が
見
事
に
管

理
さ
れ
て
お
り
、
一
日
ゆ
っ
く
り
過
ご
せ
ま
す
。
食
事
は
日
本
よ
り
は
高
い
で
す
が
、
レ
ス
ト

ラ
ン
は
活
気
が
あ
り
、
ど
れ
も
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。 

 

そ
の
国
の
食
生
活
に
つ
い
て
知
る
に
は
、
ま
ず
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
入
る
こ
と
で
す
。
何

が
安
い
の
か
、
ど
の
よ
う
な
食
事
が
一
般
的
な
の
か
、
特
徴
的
な
食
品
は
何
か
、
な
ど
調
べ
、

ラ
ン
チ
や
旅
行
中
の
食
料
と
し
て
買
い
ま
す
。
ロ
ー
マ
で
も
メ
ル
ボ
ル
ン
で
も
気
が
付
い
た
こ
と

は
ヨ
ー
グ
ル
ト
や
腸
内
環
境
改
善
の
食
品
の
摂
取
が
か
な
り
多
い
こ
と
で
す
。
世
界
中
ど
こ

で
も
健
康
志
向
が
高
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

 

政
府
が「
人
生
１
０
０
年
時
代
構
想
会
議
」を
立
ち
上
げ
た
そ
う
で
す
。
現
在
の
平
均
寿

命
は
男
性
８
１
歳
、
女
性
８
７
歳
で
す
が
、
現
在
８
０
歳
の
人
の
平
均
余
命
は
１
０
年
だ
そ
う

で
す
。
１
０
０
歳
以
上
の
高
齢
者
は
２
０
年
前
は
１
万
人
だ
っ
た
の
が
、
６
万
７
千
人
に
な
り
、

２
０
３
５
年
に
は
２
５
万
６
千
人
に
な
る
そ
う
で
す
。
１
０
０
歳
以
上
の
人
を
調
べ
て
み
る
と
、

太
り
過
ぎ
、
痩
せ
す
ぎ
は
殆
ど
お
ら
ず
、
糖
尿
病
の
人
も
少
な
い
そ
う
で
す
。
が
ん
の
罹
患

率
も
少
な
く
、
タ
ン
パ
ク
質
を
大
量
に
摂
取
し
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
て
い
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、

そ
の
よ
う
な
人
が
１
０
０
歳
を
超
え
る
確
率
は
非
常
に
高
く
、
偏
食
で
運
動
嫌
い
、
太
っ
て
い

た
り
痩
せ
て
い
た
り
す
る
人
が
１
０
０
歳
を
超
え
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
元
気

で
長
生
き
す
る
た
め
に
は
、
偶
然
や
遺
伝
で
は
無
理
で
、
６
０
歳
く
ら
い
か
ら
の
き
ち
ん
と
し

た
健
康
管
理
が
必
要
な
の
で
す
。 

 

今
回
は
栄
養
医
学
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
で
は
健
康
番
組
が
大
流
行
で
、

取
り
上
げ
ら
れ
た
食
材
は
数
日
間
は
売
り
切
れ
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、
私
ど
も
に
は
局
所
的

な
栄
養
療
法
は
心
配
で
す
。
健
康
と
い
う
の
は
、
単
一
の
食
材
で
確
保
で
き
る
ほ
ど
簡
単
な

も
の
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
他
方
、「
発
達
障
害
を
食
事
で
治
そ
う
と
す
る
の
は
間
違
い
。
」と

い
う
断
定
的
な
管
理
栄
養
士
の
記
事
も
読
み
ま
し
た
。
根
拠
を
確
認
せ
ず
に
、
こ
れ
ま
で
の

労
苦
か
ら
全
面
否
定
し
て
い
る
気
持
ち
も
察
し
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
極
端
で
す
。 

 

長
生
き
も
、
健
康
も
、
障
害
治
療
も
、
大
事
な
こ
と
は
自
己
管
理
で
あ
り
、
発
達
障
害
な

ど
は
親
の
十
分
な
知
識
と
理
解
に
基
づ
い
た
管
理
が
必
要
で
す
。
む
や
み
に
信
じ
る
の
で
は

な
く
、
信
じ
る
に
足
る
も
の
か
ど
う
か
十
分
に
調
べ
た
う
え
で
試
し
て
み
る
こ
と
は
、
希
望
で

あ
り
、
前
進
で
す
。
偶
然
に
よ
っ
て
幸
せ
を
つ
か
も
う
と
す
る
人
が
多
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

「
待
ち
ぼ
う
け
」
の
歌
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
待
っ
て
い
る
時
間
を
努
力
に
費
や
し
た
方
が
良

い
と
思
い
ま
す
。
幸
せ
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

事
務
長 

柏
崎
久
雄 

        

＊ 

感
冒
や
咳
な
ど
の
症
状
が
あ
り
、
受
診
す
る
方
は
マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
受
付
で
も
、
成
人
用
・小
児
用
を
販
売
し
て
お
り
ま
す
。 

＊ 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
治
癒
証
明
書
の
発
行
期
間
に
つ
い
て
は
、

法
律
で
規
定
さ
れ
て
お
り
、
早
め
の
発
行
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。 

＊ 

千
葉
市
の
特
定
健
診
・各
種
が
ん
検
診
は
２
月
２
８
日
ま
で
で
す
。 

＊ 

病
児
保
育
の
ご
利
用
に
は
、
施
設
ご
と
の
事
前
登
録
が
必
要
で
す
。
毎
年
新
学
期

前
後
の
２
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
多
く
の
方
が
登
録
に
来
ら
れ
ま
す
。
感
染
症
も

流
行
っ
て
い
る
時
期
で
す
の
で
、
こ
の
時
期
の
登
録
は
特
に
、
書
類
を
事
前
記
入
の

う
え
、
マ
ス
ク
着
用
し
、
お
時
間
に
余
裕
を
も
っ
て
ご
来
所
下
さ
い
。
書
類
は
、
ノ
ア

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
か
、
当
院
１
階
受
付
で
配
布
し
て
い
ま
す
。 

＊ 

栄
養
指
導
を
当
日
の
予
約
時
間
ま
で
に
ご
連
絡
が
な
く
、
無
断
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場

合
、
１
０
８
０
円
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
掛
か
り
ま
す
。
な
お
、
栄
養
指
導
料
は
今
年
３

月
よ
り
４
０
分
ま
で
４
０
０
０
円
（税
別
）に
値
上
げ
し
ま
す
。
延
長
２
０
分
で
２
０
０

０
円
（税
別
）で
す
が
、
流
れ
の
中
で
説
明
が
終
わ
ら
な
い
場
合
に
は
追
加
料
金
は

か
か
り
ま
せ
ん
。
ご
質
問
が
尽
き
ず
、
時
間
を
超
え
る
場
合
に
は
適
用
と
な
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
管
理
栄
養
士
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
栄
養
指
導
を
受
け
た

方
は
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
次
回
の
栄
養
指
導
の
参
考
に
し
ま
す
。 

＊ 

㈱
ヨ
ー
ゼ
フ
で
は
、
α
リ
ポ
Ｃ
と
コ
エ
ン
ザ
イ
ム
Ｑ
１
０
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

販
売
を
３
月
７
日
（
水
）
ま
で
行
い
ま
す
。 

 
感染症で受診される方へ 

発熱やくしゃみ・咳症状のある

方、水ぼうそう等伝染性疾患の方

は、入口、待合室・診察室、 会計

の流れが異なります。また、トイレ

後のハンドソープによる手洗いに

ご協力ください。 

 ★ 入口  

 正面入口横の中央通路のイン  

ターホンを押して下さい。  

★ 待合室・診察室 

 ２階の、第二待合室です。  

★ 会計 

 疾患によっては、廊下会計とな 

る場合があります。 

聖書を読む会 
2 月 20 日(火)午後２時～２時２０分   

当院待合室にて行います。 

3 月は 20 日（火）です。 

 

ヨーゼフのキャンペーン 
 αリポ C、コエンザイム Q10 

（3 月 7 日（水）午前まで） 

http://mariyaclinic.com/
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＜栄養医学による治療＞ 

テレビでは栄養素のもたらす効果が大きく取り上げられ、幾つもの番組があり人気を呼んでいます。

マリヤ・クリニックの柏崎良子院長は、栄養医学を日本で最初に医学に採用した医師で２０００年前後

にはテレビや雑誌で機能性低血糖症を中心として、栄養医学を紹介してきました。しかし、その取り上

げ方が本来の栄養医学のものではなく、栄養素の個別的効果を強調するものであって興味本位の商業的

なものになっていることが嫌で、その後そのような取材には協力をしなくなりました。 

ここで Dr.ライナス・ポーリング（ノーベル化学賞）、Dr.アブラハム・ホッファー、Dr.マイケル・レ

ッサーらの提唱した分子整合栄養医学について、改めて説明いたします。レッサー博士はユダヤ人で、

私が牧師であると伝えると、ぜひ自分の家に来るようにと名刺と住所を教えてくださいましたが、訪問

することはできませんでした。ホッファー博士には何度か訪問することができ、バンクーバー島やバン

クーバーの素晴らしさを知って長女に紹介したら、結局のところ、娘はそこで医師として働くことにな

ってしまいました。私達も老後は、ホッファー博士のように田舎にある素朴な診療所で、訪れる患者さ

んを診察し交流して余生を過ごしたいねと、思い出しております。 

1. 栄養医学の定着の歴史的流れ 

ホッファー博士は、友人レッサー博士の“The Brain Chemistry Diet”『脳に効く栄養』の序文

で「栄養医学の第三の波」について説明しています。私達の解説も入っています。 

〔栄養医学の第一の波〕 

 人を病気にさせる食物や植物、反対に人の病気を治す食物や植物に気が付き、治療に用いた。 

栄養成分ごとに、タンパク質・炭水化物・脂質・ビタミン・ミネラルとグループ分けし用いる。 

※ 病気の原因は細菌である、という考え方だけで、栄養素の必要性は考えられなかった。 

 

〔栄養医学の第二の波〕２０世紀に入って。日本では戦後。 

 三大栄養素の炭水化物、タンパク質、脂質の必要量の摂取だけでは健康にならない。 

病気の予防効果としてビタミン摂取が理解された。 

※ ビタミン類は欠乏症（脚気、壊血病など）の予防以外には必要なく、サプリメント摂取は無駄であ

ると考えられていた。現在でも、このような考え方をする医師は多いが、人々の間では、薬害の恐

れのない栄養素や代替医療は人気が出ている。 

 

〔栄養医学の第三の波〕２１世紀に入って理解されてきた。 

 食事がどんなに完璧であっても、心理的・生理的ストレスにさらされている人の場合には食事

だけで健康状態を維持するのは難しい。また、完璧な食事自体を摂ることが現代では難しい。 

 ビタミン類の栄養サプリメントは、個人や状況そして季節などによって最適量が異なり、心理

的・生理的ストレスの質と程度によって補給量を変えなければならない。 

 ビタミン欠乏以外の理由で起こっている病気が、ビタミン類を最適量で補給することにより、

効き目を現わす。 

 栄養サプリメントの正確な補給と、最適で完全な食事が、人体にとって最高の治療薬になる。 

健康に大きな影響がある栄養素が話題となり、サプリメントや健康食品が人気となり、医師も

その効果を認めてきている。 

※ 未だ、分子整合栄養医学として体系的に理解し、治療を行う医師は殆どいない。 

 

 〔台湾や中国で気が付いたこと〕 

 健康に気を付けて漢方などを食しても、タンパク質が不足していたら健康にはなれない。 



 肉食の不足は亜鉛などの不足、新鮮野菜の不足はビタミン類の不足をもたらし、民族的な身体

の弱さに繋がる。 

 食物汚染は、その害だけでなく、摂取する食品の種類を減らす。 

不足する栄養素は、サプリメントで補うしかない。 

※ 風俗や習慣が健康を損なう食生活を招いていることもある。 

 

 〔現代日本に必要な栄養医学的観点〕 

 局所的症状の改善や即効的な効果ではなく、全体的な身体の栄養状態を確認する。 

 病状・症状の回復に必要な栄養素を確認する。 

 患者に特徴的な病的素因、遺伝的・身体的素因を確認する。 

 障害となっているものを確認する（ストレス、考え方、生活様式、運動、睡眠など） 

 情報に捉われて局所的効果をうたう栄養素だけを長期的かつ過度に摂取すると、健康的・経済

的に問題が起こる場合がある。 

  栄養医学の第三の波の定着段階として捉える必要がある。 

※ サプリメントに薬剤のような即効性を期待してはいけない場合があります。 

※ サプリメントの原料や製造方法によって効果は全く違ってきます。 

 

2. 栄養医学の理論的根拠 

〔身体の健全な形成〕 

 人間の身体はＤＮＡ情報に基づいて造られる約６０兆個の細胞によって形成されている。 

 細胞の寿命は各部分によって異なり、一日から数年、或は更新しないものもある。 

 細胞のＤＮＡは分裂の際にコピーされる。 

 細胞再生の原料が不足すると、健全な細胞の更新が行われない。 

 健全な細胞の更新が損なわれると、ホメオスタシスが維持できずに障害が起こり発病する。 

十分な栄養が障害なく摂取と吸収できれば、ＤＮＡ情報に基づき健康な細胞が生まれ、健康が

回復してくる。 

※ 加工や保存、その他の理由によって十分な栄養が補給されなくなった。 

※ アレルギーや代謝障害などが起こってきている。 

※ 環境、経済、社会などの影響によって食物が十分に供給されない場合がある。 

※ 個人の嗜好が健康的でないものを食べるようになってきている。 

 

 〔分子整合栄養医学とは〕“Orthomolecular Nutrition and Medicine” 

 ＭＯＬＥＣＵＬＥ ；生体内にあるべき分子を、 

 ＯＲＴＨＯ ；至適濃度に保ち、 

 ＮＵＴＲＩＴＩＯＮ ；十分量の栄養素を摂取することによって、 

 （ＨＯＭＥＯＳＴＡＳＩＳ） ；生体機能が向上し、自然治癒力を高め、 

 ＭＥＤＩＣＩＮＥ  ；病態改善を得ようとする。 

  慢性疾患、精神疾患、発達障害などに有効である。 

※ 病原菌やウィルスに対しても身体の免疫力を強化するので効果がある。 

※ 有害物質も適切な栄養素を摂った身体では排斥作用が働く。 

※ アレルギーや機能性障害にも身体の機能を健全に高めるので効果がある。 

※ がん細胞にも普通は身体の免疫力で対抗している。 



 〔栄養医学による治療に必要な資料〕 

 血液検査、体組成計、などによる身体の基礎データ 

 患者の病気や障害などに関する検査データ 

 患者の病歴、環境、食事を含めた生活様式、趣味などの確認 

 患者の症状や特徴、検査データの経時的変化に対しての医師による診察 

栄養医学は検査データに基づいた患者毎の個人差を重視した医学です。検査もせずに症状に対する

効能を説く栄養療法とは異なります。 

※ テレビや雑誌などで取り上げる栄養素の効能を用いる栄養療法と、身体全体のホメオスタシス

を上げたうえで症状を個別的に治療する栄養医学とは基本的に異なります。 

※ 多くの医師が薬をサプリメントに替えただけで栄養医学であると誤解しています。 

 

 〔栄養医学による治療に必要なこと〕 

 身体に最適な回復力を付ける栄養 

 身体に害をなす有害物の除去 

 障害として現れる症状の緩和 

 家族や援助者の十分な理解と努力 

 2年から 3年の持続的治療 

 サプリメント購入や治療のための経済力 

発達障害や精神障害の全てが治るわけではありませんが、検査により改善の可能性がわかります。 

※ 検査で異常値が出ていない場合には治療はできません。 

※ 異常値の原因を探るのは、分子整合栄養医学を習得した医師が行います。 

※ 通常、重症な場合ほど、異常値の件数は多くなります。それらの一つ一つを丁寧に対処して改

善計画を練ることが必要です。 

 

 〔異常を見出すには、正常を十分理解しておくことが必要〕 

 異常を家族の特質や個性であるとして治療しない場合が多い。 

 異常のある症状は他の部位にも障害をもたらし、拡大する。 

 異常やストレスに対するホメオスタシスが耐性を超えると発病する。 

 栄養素の継続的不足は、身体のホメオスタシスを壊していく。 

疲れ、痛み、変だなと思うこと、に対しては速やかに対処することが大事です。 

※ 身体のホメオスタシスは、適宜に対応して症状を軽減しますが、根本的な解決にはなりません。 

※ 健康な状態に身体を保つということは、病気や自覚症状がないということではありません。 

※ 怒りやすい、悩みやすい、など精神的な変調も身体の不調から来ている場合が多くあります。 

※ 無理をする、我慢をすると、ホメオスタシスを損ないやすいので注意をしてください。 

 

 

≪ 診 療 時 間 ≫ 
  月曜～金曜（午前 8 時 30 分～12 時 10 分、午後 2 時 30 分～5 時 30 分） 
  土曜   （午前 8 時 30 分～12 時 10 分、午後 2 時～4 時） 

休診日  木曜、日曜、祝日、年末年始  
・各種健康保険取扱機関 ・生活保護指定機関 ・介護保険取扱機関 
・特定疾患取扱機関  ・結核予防法指定機関 ・自立支援医療機関 
・身体障害者認定医 ・各種健康診断 ・小中台小学校校医   
・栄養療法(分子整合医学)                      （携帯サイトへ） 


